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擧
げ
る

-.

と
が
出
來
る。
.ハ

■ 

• 

' 
' 

五

八

C

三
五
四〕

)

戰
後
.に
於
け
る
地
域
別
的
硏
姥
の
深
化
は
、
も
は
や
從
前
の
如
ゑ
池
方 

•
の
史
料
を
任
意
に
抽
出
し
て
そ
の
時
代
の
經
濟
發

M
の
金
般
を
推
す

》」

と 

<

を：

小可
能な
らし
め
る
段
階
に
來
て
'
い

い

て

.

努
力
か
跡
が
著
し
い。
' 

」

 

•、
 

’

• 

/

:

 

; '
:

ゾ

V

總

で

セ

國

杓

市

場

：の
'成

蕾

馨

中

心

祀

据

ぇ

ゐ

斯

ル

い

商

業

史

の

視
 

:

:ン:'
:
'
.
.角
が
ち
沐
養
を
昆
盧
し
允
爆
^

最
も
重
賢
な
意
義
を
持
ク
土
考
ぇ
ら
れ 

る
.

の
は
、
第
一
章
第
S

節
.

「

皮
園
と
市
場」

.
•■

第
云
章
第
ー
節「

话
|

.

場
網
の
確
立j 

,

_

©章
:^
|
.
'節
ぺ「

商
‘

流
皿
の
1

..
;
の
ー
ー|]
1

で
ぁ
ろ

::ぅ
。
.0
-§
'
1節
は

そ

办

麗

對

蒙

蕕

切

贫

ぁ

る

許

か

で

な

く

、
議

が

最
 

,)

も
'

§

態
的
で
ぁ
り
、

〈

吾
.：々

成

こ

れ

ゼ

導

含

9

糸
と
.し
て
守
護
領
國f

分 

ドV 

:
:
_
.
顧
太
名
領
制;-
|
:醫

政

權

と
'い
：ぅ
|

6
獲
の
變
化
を
地
顧
別
的
ヒ
究
明 

.

す
る
.こ
と
が
.可
能
に
さ
れ
て
い.る
と
.思
ぅ
が
：<本
書
が
中
村
吉
治
氏
の

「

近
，
 

:

.

.

:

世
初
期
農
政
史
硏
究

」

:.
.
■

と
竝
'んで
，
こ
の
.時
作
の
研
究
歡
と
'し
て
古
典
的 

.

.

.地
位
を
認
め̂:
れ
る
所
以
は
實
に

/ 」

こ
に
ぁ
^
と
一K

わ

：ね

ば

な

ら
.な

い

。

.
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パ

'
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-:」

■

:

•

-
.
.
.
.
.

■
■-
'
I
'
.
'

 

. 

' 

.

.

.
い
.

:

.

i田
珣
の
迸
著
が̂

^

い
商
業
逬
ぺ
^

意
圖
を
包
藏
し
乍
ぢ
も
舊
著
の 

:

部
分
的
墙
.訂
忆
出
ま
：つ
た
お
め
そ
の
.趣
旨
が
麗
し
得
な
か
つ
た
の
に
對 

.

.
し
て
'

同
1:
:
.く
«

著
'の

壻
.1
1

版
で
.中
ぁ
る
が
古
島
敏
雄
货
の
近
著_

「

江
戶
.

.

時

代

：
の
歃
ロ

g
流
通
と
交
通
：
1

插
>(

徹
底
啲
に
新
し
い
視
角
か
ち
ず
る
交
通
'
: 

>

ィ
.:
■-

「

史
：H
.商
業
史
と
し
て
，特
筆
さ
れ
：る
。パ
本
書
は
そ
0

副

輝「

中
馬
の
研
究」

.

.
:
:
如
.

^

_ら
_

5

-̂<
-
-、
：1

十
九
年
出
版’の
肩#「

信
^

&揭
の
硏„

-'
'

'

の
大
部
分
を
舟
體
と
し
て
、
'
そ
れ
に
全
體
の
約
三
分
の‘：

一
.

に
：

C
©

る

部

分

の
.

新
硏
究
を
附'加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
交
通
史
を
商
麻
饊
兹
史
-.
h

し
て
把
'

ベ
'■
■
;

え
ん
と
す
如
著
者
：の
立
場
か
ら
、
：
同
時
に
そ
れ
は

^

M

史
で
も
あ
名.の
で
'.
-
. 

-/
.

■，
.

.

^
。̂
滅
歡
の
全
編
を
通̂

で

蒙

の

ゼ

臀

握

零

る

新

^^
ぃ

命

業

與

ン
 

(

.
||
=

交

膨

史

办

蓬

ば

、‘第
1

’氧
嚴
ー
»

第
1

«

ぐ「

流
通
過
瑕
分
浙
？
與

ぇM
 

る
も
の」

(

に
：
沄

さ

れ

て

ぉ

：
り
ハ
：

*

約
沐
れ
ば
次0.
如
:'
<

-
で
あ
^

£

從
來
の
‘

'■
:

* ;

業
史
ば
锨
蔽
靳
品
の:«
劣

の
.量
慶
生
1

^

,る
地
域
の̂

%

の
瘇
的
，

.•
•

,
:齡
定
を
缺
如
以
て“

る
：' ^

吻
量
：
^

宠
を
嚴
密
：粑
抒' 5

ご
ど
.

に̂

つ̂

、

：
.

. 

.

琉
觀
齡
程
分
析€»
'

中
.
か
ら
へ
一
つ
の
面
务
學

_

」

ど
於
出
來
る9
.

第

に

商

ぐ
.

.

_;

:'
:

|

通
办
敖
汰
巷
の
：

^

^
熾
匕
共
に.商
鼎
坐
產.の(

篇

を

ー1
|ず
.
.
1
ー
商
を*';
. 

:
r
.
#
.

り
：
'；
0

大
最
^

.

»

の
集
^

と
い
ぅ
：事
實
ぞ
も
教
え
る
。
.こ

.
0

こ
と
か
ら
吾
、
は
流
通
過
程 

:'

釔
通
^

て

钜

書

隞

の

發

禝

段

馨

知--
#

)

と
別
出̂

^

'。
缓

«

决

跫
.:
:
;
' 

:.
-
;;
:
:の商

：：

夢

虫

馨

に

封

办

證

を

意

識

濟

せ

る

媒

ー

'
' 

.、-

.
介
物
を
な
丈
と
妨
巧
の
放
舊
幡
馓
的
流
通
羅
獄
摩
あ
制
を
チ

：
：
^

'-
.
:
:
. 

: ;
;
:

へ

v

ド
せ
ず
む
は
ぉ
か
な
や
が
务
で
ぁ
^

ー-隨
令
で
替̂

:•
■:
'
•へ

分
她
か
す
そ
の
背
後
ル
あ
を
勒
接
生
屢
餍
の
新
^

^

カ

及

ぴ

オ

の

^

い

. 

支
配
^

^

に
對
す
る
：反
抗
度
を
測
宠
ず
る
こ
と
が
可
能
^

あ
る
。
か

く

し
ン

 

て
從
來
の
商
業
史«
交
通
史
は
僩
度
的
な
商
か
ら®:
的
な
固
へ
と
そ
の
視
，
 

棚
を
移
動
す
る
必
要
が.あ
る
と
。
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

••
■

■

,

.

.

.

.

,

以
上
の
如
き
新
し
い
商
業
史•
交

通

史

の

方

法

の

，
下

に

、

第

一

章

，第
一

一

^
つ
の
商
業
史

 

：

- /

V

■'
/

,

>
，

以

下

セ

は

芘

月

時

代

—

-

—

通

叹

恶

本

的

性

将

の

探

來

怜

人

-
^
ク

貢

_
.

■:

.租
瓦̂-
領

主

的

腐

滿

^
調
達
へ
顧
送

-̂

馨
る
龄
權
他
真
業
ブ
潘
輯

^

こ
.
..

，
へ'
.
:れ
：に
對

じ

：
て̂

^
1

^

び
に
そ
れ
と
結
合1.
^
商
人
の
手
に
よ
る
商':

3

,'.
.

品
：の̂

^

び
輸
遠
呤
需
要■

發f
、

增
吹
.を
朋
ら
か
.に
し
、.
.
.こ

一

の

南

考

：

;

.

.
■.
.
'
;

(

：
办
_

办
屯
は
1

典
勢
ガ
の
意
欲
が
最: %

髮

か
§

ボ
§

る
點
を
、
/-
r f 

;-
:

:)

^

阪
蔽
業
ゅ
發
膜_

樺
と
.

衝
洲
中
馬
め
例
で
追
及
す
る
。

)

第
.

こ
章
は
と
の.
，J

 

.-
•

、
.

敗
：^ :
:

例

の

詳

說

セ

大

髮.
が

^ -
^ :

周
邊
.に
於
け
る
商
塵 

.

、
と
，
そ
れE

關
述
ね
て
新
し
：い
商
？

通
を
擔
腐
と
ず
る
新
興
の
運
輸
機

:

一
 

:■
'

: :/-
::
,

關
%

:

、̂

何
^ :

舊
#

; 0
^

§

霞

私

抑

壓

せ

：ら

决

た

.
キ

..
,

( 

/

' 

:る
.:
°
:

第

三1

^

^

3

^
:̂
:

の

树1

し
<

信

州̂

^

る

_

の

商

品

生

產
 

'

、
,'
.
-
.^ :

發

達

と■;
'
■
,

そ
れ
ー
を
縱
^ -

ず
る
紙
興
商
人
の
利
益
と
結
亦
^

ぃ
だ̂

*

 

.

:■
■
'f

 

:

が

：
r)

：
領

龜

の

齡

懲
9

あ

に

こ.れ

を

圈

モ:̂
ぅ

と

す

る

腐

場

侧

の

努

カ

;'
'
.

ぺ
'
-
.:.
-

:

-

 ̂

.

:

. 

.

.

四

.

.

'
 

.

:
...
■

ぐ
へ
■

の
y

ち7
J

こ
で
®

 AJ

^-

る
权
攸
新
だ
に
書
ぎ
卸
邊̂

た

第
--
1
窣

；
..， 

;

大
阪
に
.お
け
る
谷
種
運
轍
機
關
の.發

展

と

：
相
&:

間

：
の

紛

£
,
.
と

り

わ

け

,:
'

. 

:
バ̂

の

徵
—

浙
ハ̂

阪

怜̂

■■

.

•「

商
業
史
に
關
す
る
わ
れ.わ

れ

冷

持

つ

最

高

の

遺

產- ^

た
承
：

- ^

史」

t

、1
^

0

し
て
'

德
免
る
こ
の
飾
の
、分
析
：

T
"

明

^

^

史

に

お

け

る
 

畿
内
の
役
割
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
明
治
維
新
そ
れ
自
體
の
評
衝
，

■

を
.
.志
す
と
へ
0 ,

氣
大̂

§

構
想
の
下
に
な
さ
れ
て.
V

る

ガ

、
始

め

：
に

^

へ
九-

i'
-
.
i
パ.
.
.
V
.

'
,
.■/
'

へ.

V
.■/
;
.
.
.
.
.
.
. 

V
 

一.
.
. 
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'
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J
-
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'
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s

^
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y
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.r-
,
:
' 

■ 
/ 

‘

…

ソ
.

著
漭
の
商
槊
史
、に
づ
い
て
の
見
解
を
最
も
よ
く
具
現
し
た
も
の
と
し
て
注 

"

■'
V
:
:目
す
べ
き
で
あ
る
。
著
者
は
先
ず
大
阪
商
業
が
江
戶
に
安
價
大
量
の
商
品

■ 

::
.;
;

を
|

る
と
い̂

|

^

:

ぬ
方
針
下£

江
2

1

^

^

:と
0 '

關

匿

拉

や

て

#

調
/'
' 

ン
ぐ
：
の
：

-

業
_

態

を〕

ボ

ず

點

を

指

摘

し

だ

後

、
：'
:
正

德

四

鐵

吳

 

：； 

.
パ
ン
、
犬

阪

出

入

1

品

及

び.寒

保

九

年

乃

苗

十

贫

年

：：

(

.

：1
:

4

^

:

の

江

戶

邊

商

瓶

杧

關

す

：る

电

料

が

畛

需

原

料

と

麗

品

が

出

荷

物

の

育

. 

V ;
;

位
を̂

め
：る
：
? '

と
を
明
e >
:

か
^

し
，、;:^

の̂
'

產
地
と
の
.
關
迎
に
於
V-

て|

大
阪
商
業
の
特
殊
形
態
免
探
為
。
#

f

の
油 

.レ
，
ハ

梁

猶

汕

■
*

瀚
«

油
v

o

場

：合‘は
初
，期
に
は
大
阪
の.油
稼
仲
間̂

'

與
え
地
方
の
汕
顧
を
抑
制
す
る
と
’

と
を
以
て
幕
狹
の
ー
ガ
針
匕
-
七

て

い

た
 

“

が
'

.

夫
保
窗
の
油
方
取
締
の
擎
双
降
價
格
を
低
^

-

せ
レ
め
る
目
的
か-:

‘

ら
地
方
拽
汕
業
漭
の
活
蹯
雀
め
る
方
向
べ
進
ん
嘎
へ
ご
れ

 

■ 

::
;

;-

ー：の

觀

；品
；
^

^

合
に
；
1

1

;

^

の
原
料
生
產
者
ど
薪
興
商
人
が
|
|
來
の
ぐ 

:
.'■

特
權
§

^

#

間
么
强
く4
^

ず
各
が
、

(

ぞ
吖
：

i

果
ば
特
權
商
業
が
變
容
し
：

.

一：

.

;
て
在
鄕
商
人̂

:^

ぃ

卦

鐵

的

統

制

め

枠

內

允

：
吸

參

る

.

.
4̂'

に

よ

：
つ
：
て

、
'
'.
:
. 

•

新
1>
:
い

弟

呔

抑

制

さ

れ

^

し

ま

ぅ

ど

い

ぅ

の

：：
で

あ

る

:°
,
大
阪
眉
邊
農
村̂

'

.

-

分
析
は
最
近
頓
に.
活
潑
化
し
、•
旣
に
平
野
鄕
に
お：け
る
綿̂
:

や
、
綿̂

S

'- 

:

_
た
る
罄
堅
新㈤

に
關
ず
る
硏
究
な
ー
ど
が
發
表
さ
れ
、
.
古

島

皆

身

も

葙

紙
 

:

疖

周

觀Q

分

祈

を

豫

定

し

て

.

い

义

と

齡

し

：て
：い

る

が

>
 

右

の

結

論

哆. 

:
:

よ

ぅ

ぶ

農^
|

|

^

の
面
か

ら

の

：諸

硏

究

之

ど

の

よ

ぅ

に

關

連

し

て

く

る

か

て 

.

.;
;

興
味
あ
る
间
題
で
あ
る
。
兎
も
角
も
こ
の
よ
4

な

大

阪

周

邊

の

.
蔽

品

生

產
 

■
.

の
發
展
が
新
興
運
議
關
を
發
生
せ
し
め
、

.

；
こ
れ
が
舊
來o

特

權

歡

輸
'

’
、

■

.
六0
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三

五

六

)

'

'

機
關
と
抗
爭
す
る
と
こ
ろ
に
交
通
史
の
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
つ

.

.て
、
第 

:

1

;

節

以

下

妹

こ
'

の
龙
6 .
;

な
例
と
_

て

上

霞
> .
'

茶
船
.も
劍
先
整
ぴ
陸
お 

- ，
允
^

ベ
、か
1{
1

.

,

馬
借
の
對
立
、ー
*

囊

桓

迴

船̂

樽
廻
船

0:
:

角

逐

が

：取

上 

>げ
ら
れ
て
い
る
。
交
通
史
は
商
品
輸
送
史
で
あ
り
そ
の
意
味
で
.は
商
業
史 

-'
,.セ
% -
'

务
る
と
.

ぃ
.

ぅ
著
# ,

©

意
圖
が
じ
こ̂
|

|

^

さ
れ
で
；ぃ
^

の
.

で
ぁ
：る。
.

.

.
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